
日本原子力学会 2012年秋の大会 

保健物理・環境科学部会全体会議議事次第 

 

日時：2012年 9月 21日(金) 12時～13時  

場所： O会場 総合科学部東講義棟 K305（広島大学） 

 

議 事 次 第 

 

進行：高橋・柿内 委員 

 

 

1. 部会長挨拶    高橋部会長 

 

2.  部会表彰について         山澤副部会長 

 

3.  学会事故調査委員会について（資料 1）   横山委員 

 

4.  福島特別プロジェクトへの対応について （資料 2）    服部副部会長 

 

5.  2013 年春の年会以降の部会企画等について  髙橋・柿内委員 

 

6.  その他 

 

7. 閉会挨拶                       山澤副部会長 

 

以上 

 



 

 

平成 24年 9月 21 日 横山 

「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」について 

設置目的 

日本原子力学会（以下「学会」）は、原子力の専門家で構成される学術的な組織の責務とし

て、東京電力福島第一原子力発電所事故とそれに伴う原子力災害の実態を科学的・専門的視

点から分析し、その背景と根本原因を明らかにするとともに、原子力安全の確保と継続的な

安全性の向上を達成するための方策及び基本となる安全の考え方を提言することを目的とし

て、「東京電力福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」（以下「学会事故調」）を発足

させる。 

同時に、学会自らの組織的・社会的な問題点とも向き合い、原子力災害を防げなかった要

因を明らかにして、必要な改革を提言することも重要な目的である。 

学会事故調の提言に基づき、学会は原子力界の組織・運営の改革や原子力安全研究をはじ

めとするさまざまな活動に反映させるべく働きかける。 

 

・第 1回会合 

日時 2012年 8月 21日(火) 13：30~16：30 

場所 3東洋海事ビル会議室 

議事内容： 

- 調査委員会の設置目的及び運営方針について 

- これまでの学会の活動 

- 検討項目 

- スケジュール 

 

・第 2回会合 

日時 2012年 9月 4日(火) 13：30~17：20 

場所 発明学会ビル セミナー室 

議事内容： 

- 東京電力福島第一原子力発電所における事故調査・検証委員会（政府事故調）報告 

- 前回議事確認 

- 検討項目と検討体制について 

 

・第 3回会合 

日時 2012年 9月 20日(木) 17：00~18：30 

場所 広島大学 東広島キャンパス 東講義棟 K101 

 











平成 24年 9月 21日 

 

編集委員会の状況について 

編集委員担当 山西 弘城 

 

1．部会編集委員担当 

 山西弘城（近大）、横山須美（藤田保健衛生大）、森泉 純（名大）、塚田祥文（環境科学技術研） 

 

2．学会誌 

・保健物理・環境科学分野に関係する下記の記事が掲載された。 

（4月号） 

【解説】 「福島第一原子力発電所の事故に係る放射線影響分科会の活動報告(II)—緊急事態宣言

下初期における放射線情報の把握と活用（｢原子力安全」調査専門委員会放射線影響分科

会） 

 「ヨーロッパにおける食品摂取経路を通じてのチェルノブイリ事故の影響—全身計測によ

る放射性セシウムの人体負荷量とそれによる内部被ばく」（稲葉次郎） 

（7月号） 

【解説】 「放射線・粒子線がん治療と医学物理の最前線—第 1回 X線がん治療の現状，課題，展望」

（平岡真寛） 

（8月号） 

【解説】 「低線量放射線の人体影響—わからないことがわからない」（福本 学） 

（9月号） 

【解説】「食品中放射性核種濃度の新たな規格基準について」（高橋知之） 

 「放射線・粒子線がん治療と医学物理の最前線—第 2回 ホウ素中性子捕獲療法(BNCT)」（小

野公二） 

 （著者敬称略） 

 他にも除染、放射線教育、一般公衆とのコミュニケーションなどについての記事が多数あります

ので、是非お目を通し下さい。 

 

3．論文誌 

・｢福島事故関連論文｣の査読迅速対応 継続中 

・2011年 9月以降の第 12分野論文投稿状況  

  投稿受付数 計 21本（参考：2011年 9月〜2012年 4月：21本） 

  内、掲載否３、撤回後再投稿 1本 

  第 12分野から他分野に分野替え 6本 

・2012年 7月以降の論文投稿状況   投稿数 6（英文 3 和文 3）内 掲載否３ 

・部会員の皆様におかれましては、査読委員の依頼の際には是非、ご協力をお願い致します。 

 

4．学会賞｢論文賞｣推薦 

・第12分野（保健物理と環境科学）よりH23年度受賞（2012春の年会にて表彰） 

茅野政道、中山浩成、永井康晴、寺田宏明、堅田元喜(JAEA)、山澤弘実（名大）, Preliminary Estimation 

of Release Amount of 131I and 137Cs Accidentally Discharged from the Fukushima Daiichi Nuclear Power 

Plant into the Atmosphere. JNST Vol. 48, No. 7, p.1129-1134 (2011). 

 

以上 



 

日本原子力学会 保健物理・環境科学部会 

第 7期(2012-2013)役員等名簿 （2012年 10月 1日現在） 
 

【役員】 

部会長 ：高橋千太郎（京大） 

副部会長： 山澤弘実（名大）、服部隆利（電中研） 

会計監査： 杉浦紳之（放医研） 

 

【運営小委員会委員】(32名) 

飯田孝夫（名大）、飯本武志（東大）、石森有（原子力機構）、内田滋夫（放医研）、 

占部逸正（福山大）、荻野晴之（電中研）、柿内秀樹（環境研）、木名瀬栄（原子力機構）、 

栗原治（放医研）、小嵐淳（原子力機構）、小佐古敏荘（東大）、杉浦紳之（放医研）、 

高田千恵（原子力機構）、高橋千太郎（京大）、高橋知之（京大）、竹安正則（原子力機構）、 

塚田祥文（環境研）、外川織彦（原子力機構）、床次眞司（弘前大学）、永井晴康（原子力機構）、

橋本周（原規庁）、服部隆利（電中研）、二ツ川章二（RI協会）、本間俊充（原子力機構）、 

三浦太一（高エ研）、宮川俊晴（日本原燃）、百瀬琢麿（原子力機構）、森泉純（名大）、 

山澤弘実（名大）、山西弘城（近大）、横山須美（藤田保健衛生大）、米原英典（放医研） 

 

【学会委員】 

代議員     米原英典（放医研）       2011〜2012年度 

  外川織彦（原子力機構）     2011〜2012年度 

部会等運営委員      木名瀬栄（原子力機構）     2012〜2013年度 

学会誌編集委員      森泉 純(名大)         2009～2012年度 

                           塚田祥文（環境研）      2010〜2012年度 

            山西弘城（近大）        2010〜2012年度 

 横山須美（藤田保衛大）     2011～2013年度 

学会プログラム委員   柿内秀樹（環境研）      2010～2012年度 

                          小嵐 淳（原子力機構）     2012～2014年度 

(枠組み編成)  栗原 治（放医研）       2012～2014年度 

福島特別プロジェクト委員 飯本武志（東大）        2012年度〜  

 服部隆利（電中研）       2012年度〜 

 米原英典（放医研）       2012年度〜      

学会事故調委員 百瀬琢麿（原子力機構）     2012年度〜 

 横山須美（藤田保衛大）     2012年度〜 

 

【部会内担当委員】 

総務・渉外担当：（総）柿内秀樹（渉）飯本武志、（総・渉）高橋知之、高田千恵、荻野晴之 

会計担当：森泉純（会計立案、処理、報告） 

広報担当：石森有、竹安正則（HP、メーリングリスト管理、部会ニュース作成等） 

企画 WG幹事：栗原治、永井晴康（部会企画の立案、運営、プログラム作成等） 

企画アドバイザリーWG：占部逸正、宮川俊晴、杉浦紳之、木名瀬栄（部会等運営）、 

飯本武志（渉外）、「テーマ提案者」 

表彰選考小委員会：占部逸正、高橋千太郎、山澤弘実、服部隆利、塚田祥文、永井晴康、 

木名瀬栄、柿内秀樹 
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